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不登校・病児自立支援事業ろーたす
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ろーたすの理念
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～理念～

理念

『1人1人の自己実現』

ミッション

『多様な価値観を認め合い、
1人1人が自信を持って自己
実現できる社会を目指す』

行動指針

ムーヴメント・共育・自主
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1人1人が『自分の人生は幸せだ』と言える人生を送るために



ろーたすのフリースクール
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～ろーたすのフリースクール～

学習 体験活動・行事 保護者

毎日の“活動時間”に加え、
季節を感じられる行事や
他団体・地域と協働できる

イベントを沢山実施している。

小集団での授業及び個別で
教科学習を進めている。学校とも
随時連携しながら、その子の

習熟度に合わせて学習を進めている。

月１回の親の会に加え、
『トーキョーコーヒー』に加盟し、
保護者の方が主になって様々な
取り組みを実施している。
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“教育を受られない”というデメリットを軽減し、保護者にも安心を



～ろーたすのフリースクール～

毎日の過ごし方

学習時間 10:00～12:00

食事 12:15～13:15 

活動の時間 13:30～14:30

自由時間 14:30～15:00

学習時間 15:00～17:00

（授業時間15:20～16:00）

（午前授業取り組んだ子は自由時間）

子ども達はこのようにろーたすで過ごしています！
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ろーたすが大切にしていること
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～ろーたすが大切にしていること～

連携 協働 多様性
大学、他団体、地域と協働することで、
子ども達を色んな大人に触れさせる。

また協働活動の中で子ども達は
自己有用感・自己肯定感を育むことが出来る。

地域の各機関と密に連携
することで、人材・アイディア・協働先などのリ
ソースを確保。学校との面談・ケース会議、メンタ

ルクリニックとの月１回のケース検討会も。

多様な生き方をしている子ども・大人に
数多く触れさせることで、モデルケースを明示し、

生き方の多様な選択肢を理解する。

子どもの多様な選択 P.9

子ども達に多様な生き方を“選択”できるための仲間づくり！



上半期の取り組み・下半期の取り組み
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～上半期の取り組みと下半期の取り組み～

子ども 保護者 仲間づくり

・他団体・地域を巻き込んでのイ
ベント実施。
・ボランティア活動に数多く参加。
・卒業生とのフォーラムが大好評。

・支援計画の達成
・上半期の取り組みを継続・強化。

・月1回の親の会の継続。
・トーキョーコーヒーに加盟。

・親の会をコミュニティ化。
保護者が運営。

・SNS広報に注力。
・企業スポンサーの数が増加。
・学校との密な連携、面談ができた。
・毎月地元住吉区の『さくメンタルクリ
ニック』との2時間のケース会議。
・職場体験先や新たな協働先の確保。

・Instagram1,500人。
・マンスリーサポーターを増やす。
・新たな協働先の確保。
・地域で更に根を張り、子ども達が活躍
できる場所を増やす。
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“幅”が拡がってきたろーたすの活動！下半期も頑張ります！



卒業生の活躍
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不登校わずvol.2開催

不登校の子どもを持つ親御さんや、いま学校に行けなく
て悩んでいる子ども達に"見通しや希望を持って欲し
い！"との思いで開催したイベント。卒登壇したり座談
会形式で行ったグループディスカッションの中に入りな
がら、不登校当時の思いや経験などを赤裸々に語りまし
た。不登校の子どもを持つ親御さんや当事者を含め、20
名以上が参加。卒業生は堂々とした振る舞いで当時の状
況を語ったり、来ていた子どもを励ましていました！自
宅から出られなかった中学生が、このイベントへの参加
をきっかけに全日高校の学校説明会に行けたというドラ
マも生まれました！まさか5年前には、このメンバーで
悩んでいる人たちの役に立てるとは思ってなかった！卒

業生の今後の活躍に、大きく期待しています！

～卒業生の活躍～

卒業生が社会で活躍できる環境を作るのもろーたすの役割！
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フリースクールをセカンドプレイスにするために
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～フリースクールをセカンドプレイスに～

居場所から教育機関へのシフト

フリースクールをセカンドプレイスに

子ども達が堂々と通える 教育力の向上・不登校の子ども
以外にも選ばれる場所に

保護者・社会が“教育機関”とし
ての価値を感じる
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“教育機関として社会に価値を提供し、子どもも保護者も安心して
教育を受けられる環境をろーたすは創ります！

そして、子どもが堂々と通えるフリースクールを創ります！



本日のまとめ
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～本日のまとめ～
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子ども達が社会の中でイキイキと活躍できる力を身に付け

られるよう、また多様な選択肢を提示できるよう、下半期

も仲間づくりと教育の質の向上に努めて参ります！



ご清聴有難う
ございました！
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